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1 ．は じめ に

　大袖は ， 弓箭 を帯 びて騎乘する武 士 の 着料で ，

中世 甲 胄の 典型 を なす大鎧
1）
の 重要な構 成 部分 で

あ る 。 騎射戦 に 応 じた 防具で ，上体 を広 く覆 い ，

楯 と し て機能す る と と もに 威容 ・美観 を添え る長

方形 の 大形 の 袖で あ る。そ の 様式 の 定 形化 は平安

後期 と推定 され る 。
ヨ
ー

ロ ッ
パ や 中国など諸外国

の 甲胄に例 をみ ない 日本 甲胄独 特 の 装備で ある。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 うち もの 　 　 　 　 　 　 か らだち t ん

　後 の 南北朝時代頃 に ， 打物 2
乏 っ て徒立 戦 を行

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 よ ろい
う 下卒 の 防具 で ， 元来兜 と袖 を添 えな い 軽快 な甲
　 　 　 ど うま る

で あ る胴丸
3｝が ，戦乱の 続発，戦法 の 変化 と熾烈化

に ともな う甲 胄の 軽 快化 の 志 向 を反 映 し， 騎馬の

上 級 武士 の 着料 とな る に お よ び ， 大袖 は 兜と と も

に こ れ に付 け られ た 。 さ らに 室町時代 に は，胴丸
　 　 　 　 　 　 は う ま き

より一層軽快 な腹巻
4）
に も添 え られ た。兜 ・

胴
・大

袖 の 三 部分 を同作皆具 した胴 丸 と腹巻 は ， そ の 構

成 を大鎧 と同 じ くし ， 将 帥の 着用 に もた える 精美

な もの とな っ た の で ある。

　か くて，大袖は平安後期か ら室町 末期 に至 る数

百 年 の 長 きに わ た り， 戦陣に お け る防具 として の

機能を発揮 し，併せ て そ の 威毛 の 美 を競 っ た の で

ある。

　か よ うに 使用期 間の 長期に わ た る に もか か わ ら

ず ， 大袖 の 基 本様式は ほ とん ど変化する こ と な く

継承 され た の で ある 。 しか し，子 細に検討す る と

各部分 に変遷 の 跡 を認 め 得 る。横幅 の ご とき も時

代に よ っ て広狭 の あ る こ とは 重要 で ， 注 目 され ね

ば な らな い 。

　大鎧 成立 の 初期 に は ， お そ ら く大袖 の ・j『法は 甲

冑工
5切 都合 に よ り任 意に 作 られて い た もの で あ

ろ う。 や が て 大鎧の 様式の 整備，定形化が 行われ

る と，ある程度の 規格 を生 じた こ とと思われ る。

さ ら に 甲胄工 の 職 能集団 と して の 組 織 化，お よ び

甲胄の 需要の 増大 に応 じて ， 製作 ・修補 を効率的

に行 うため に規格化 の 進ん だ こ とは想像に か た く

な い
。 した が っ て ， 大袖 も規格 を生 じ

一
定の 寸法

をとる に 至 っ た の で ある。

　か よ うな大袖 の 規格化 に作用 した と推 定 され る

の は ， 甲 胄工 専用 の 私尺 の 存在で ある 。

　 甲胄工 専用 の 物差 の 存在 に つ い て 僅か に 言及 し

た の は，江 戸時代 の こ とで あ るが ， 屋 代 弘 賢 と狩

谷掖斎 と で あ る。弘 賢 は 『古今 要覧稿 』， 械 斎 は 『本

朝度量権衡攷』 に お い て ，甲胄用鷹バ カ リ （鷹ザ

シ） なる私 尺 の 存在 を述 べ た 。 しか も こ の 尺度が

曲尺 の 1尺 1寸 5分 な る こ とを
一

応指摘 した の で

あ る 。

　 しか る に ，そ の 実 遺例 の 存在が 指摘 され ぬ こ と

もあ っ て，甲胄用鷹 バ カ リは もち ろん，存在 した

こ とが 想定 され る甲胄工 の 専用尺は ，以後，甲胄

研 究者の 興味 をひ く こ とな く現 在 に至 っ た 。
こ れ

は 甲胄の 研究法が，厳密な計測 ・対比 に 基 づ い て

進 め られ て こ なか っ た こ と に もよる が ， また ・一方，

計測に よっ て論述 した 先学 の 業績 に も，か か る問
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小 札頭

題 意識が 閑却 され て い た こ と に よ る の で ある。

　例 えば，明 治 18 （1885）年に な ワ， 名著 の 誉 れ

高 い 松原佐久
6｝

の 『鎧 話』は，明 治時代 の 計測・対

比 に よ る甲 胄研 究の 先駆 的論述で あるが ，所載の

甲 胄の 寸尺 は曲尺 を もっ て 表示 す る の で ある。以

後 も同様で ， 甲胄用鷹 バ カ リ の 検討 を試 み る こ と

は 行われ ず ， すべ て曲尺 に よる計測表示で あ っ た 。

した が っ て ， こ れ が追究の ご と きは ま っ た く行わ

れ なか っ た の で ある 。

　 か くて 本稿 では，中世の 大袖 の 法量た る横幅 を

考究 して ， 弘賢 と掖斎が 甲胄用 の 私尺 と指摘 した

鷹 バ カ リ との 照合 を行 い
， 検討 を加 えてみ た い と

思 う。

　すな わ ち ， 大袖に 規格 を生 じ，
一

定 の 横幅 をも

っ て作 られ るに至 っ た こ とを，こ こ に新 た に 提起

し，つ い で そ の 寸 尺 に よ っ て ， 甲胄用鷹 バ カ リ の

基準尺度 と して の 存在の 可 能性 を検証 し， 併せ て

大袖 の 規 格化 と甲冑用鷹バ カ リとの 関係 に つ い て

論述す る もの で あ る。

2 ．大袖の 構造 と横幅
　 　 　 　 　 　 　 こ ざね 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 み つ め ざね

　大袖 は ，通常小札
7）
の 幅 の 半分 強 （三 目札

8｝
は 三

分 二 強） を隣接する小札に 重ね合せ ， 細 い 革紐 を
したが らみ

下 緘 の 穴 に通 して 緘 み 綴 じ
9 〕

， 横長の 板 と し， 補強
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 さね い た

と美観 の ため に漆 を塗 り固め て作 っ た札板 を威 し
　 　 　 　 　 　 　 　 か ん む りいた

立て，その 上部 には冠 板
1°）を設 ける ， 平安後期か

ら鎌倉 時代 に は 札板 6 段，鎌 倉後期 頃 か ら は 7

段
11）

を威下 げ ， 以後 は 7段 が定式 とな っ た 。

　 した が っ て ， 札板
一

段 の 小 札枚数 は ， 使用 する

小札の 幅や種 類 に よ っ て お の ずか ら異 なる。小札

幅の 広 い 平安 ・鎌倉 時代の 大袖は ， 小 札枚数 が比

札 室

縅 の 穴

に の 3 孔 ）

毛 立 の ∠く
／1
’
d）2孔 ）

． 。 。 穴

こ の 8 孔 1

　 本小 札　　　　　　　　三 目札

小 札 の 形 状 と 部分 名称 図

本小 札 の 綴 じ方 の
一

例

　 　 　 冠板 化粧 板

大袖部分 名称図、七 段 の 大袖　　E 縫

八 双 金物

水 呑の 鐶

笄 金物

威 毛

縄 目緘

耳 糸

、
畦 目

表 1　 平安時代
〜

鎌倉時代 の 大袖幅

大 　 　　袖 　　　幅

所　蔵 　者 威毛 の 名称
◎ o
国 重
宝 文

酉十　i則　イ凶
〔 1眞 f」」厂匸而 鷹 バ カ リ 換 算 イ直

　 　 1」↓・f1ア尺

備 　 考

大 山祗 神 社 　　（愛 媛県 ） 逆 沢 瀉 ◎ 27．6 O．72 久 山 峻 氏 計 測

猿 投 神 社 　　　（愛 知 県 ） 小桜威 O 31、2 0．89 三 浦弥之助 氏計測

赤 木家伝 来　　（岡 山 県 ） 赤 草 威 ○ 33 ．0 0．95
」

菅田 天 伸祉　　（山 梨県） 小桜黄返 威 ◎ 33 ．O 0，95

厳 島神 社 　　　 （広 島県 ） 小 桜 威 ◎ 33，2 0，953
武 州御 岳神社 　（東 京 都 ） 赤 糸 威 ◎ 33．0 0．947

厳 島神社 　　　（広 島県） 黒 糸威 ◎ 35 ．0 1，004

春 日大 仕 　　　〔奈良県） 逆沢 瀉（火 中品 ） ○ 34 、0 0 ．975 焼 残 っ た 冠 板 の 横 幅

鶴 ケ 嶺 神 仕 　 （鹿 児 島 県 ） 赤 糸 威 ○ 33．5 0．961

武州御岳神社 　（東 京都 ） 紫 裾 濃威 ○ 33 ．0 o．947
厳 島神 社 　　　（広 島県 ） 浅 葱 綾 威   36 ．2 1，04

春 日大 社 　　　〔奈良県）　　梅金物紅 糸威 ◎ 33 ．6 0．964

日御 碕 神村、　　 （島 根 県 ）　　 白 糸 威 ○ 34．8 0．998 国宝 事典 よ り
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表 2 　南 北 朝 時 代
〜室 町 末 期 の 大 袖 幅

1 大 　　 　袖 　　 幅

所　 蔵 　 者 威毛 の 名称
◎ ○
国 ・R
宝 又

剤
．

ず艮II 値
「 1阿 亠’厂匸Lm｝ 鷹 バ カ リ 換 算 値

　 　
厂己1・位 尺 ，

備 　 　 　 考

櫛 引 八幡宮　　（宀森 県 〕 白糸 妻取 威 o 35，8 1．027
”　 厂’　　 （　 〃　 ） ・菊 金 物 赤 糸 威 ◎ 35．0 1．OO4

メトロ オミリタン美術館　　〔ア メi∫カ：I　 i 白糸 妻取 威 35．2 1．01
厳 島神 社 　 　 　 （広 鳥 県 〕 黒 ll喊 ◎ 35 ．〔｝ 1．004

大歳 神社　　　（　 〃　 〕 黒韋 威 35．4 1．016 広 島 県文 化 財

林 原 美 術 館　　（岡 山県 〕 縹 糸 威 ○ 35，0 LOO4

櫛 引 八幡寓　　（青 森 県） 縹 糸 肩 紅 威 ○ 35、O 工．OO4
厂’　 　 厂’　 　 （　 戸1　 ｝ 白 糸 肩紅 威 ○ 35．3 1、013

長 谷 寺　 　 　 　 〔奈 良 県 ） 紅 糸 威 ○ 34 ．8 0 ，998

橋弁慶 山　　　（京都府｝ 黒韋肩白威 o 35 ．0 1．004

淨 明 山　　　　〔　 厂・　 ） 繰韋肩 白威 ○ 35．0 i．004
金剛 寺 　　　　（大 阪 府 ） 黒 韋肩 白威 ○ 35 ，0 1 ．004

永青 文 庫 　　　（東京 都 ） 黒 草威 35．5 1．018
太 山寺 　　　　（兵 庫 県 ） 紅 糸 中 白威 ○ 35．2 1．01
松 浦 史料 博物館（長 崎県） 色 々 威 35．O LOO4

靖 国神 社 　　　（東京 都 ） 色 々 威 35．0 1．  04
厳 島神 社 　 　 　（広 島 県 ） 黒 準肩 紅 ○ 35 ．7 1 、024
鹿 児 島神 宮　（鹿児 島県 〉 色 々 威 35，0 1．004
個 人 所蔵 　　　〔京都 府 〉 黒 韋 肩 赤 35．0 1．004
毛 利 陣物 館 　　〔山 口 県 ） 色々 威 0 35．5 1．018　　　 　［

日吉 神社 　　　（広 島 県 ） 赤 糸 威 ○ 35 ．0 1 ．004　　　　　石
尚古集成館　（鹿 児 島県 ） 色 々 威 35．O 1．004

〃 　 〃 　 　 〔　 　 ∫厂 〉 縹 糸 威 35 ．O 1 ，004 　 　 　 ：

佐太神社　　　（島根 県） 白紫段 威 ○ 35．0 1．004
致 道 博物 館 　　（山形 県 ） 色 々 威 ○ 34．5 0 ，989

較的少 な い が ，時代の 下降に と もな う小札幅 の 縮

小傾 向
12 ）に した が い ，漸次増加す る の で ある 。

　すなわ ち，平安後期 は 10枚代か ら20枚代 ， 鎌倉

時代は 20枚代 か ら30枚 代 ， 南北 朝時代 は 40枚 代で

あ っ た が ， 室町 時代 に は 50枚代 とな り， 時代 の 好

尚を反映 して精緻美麗 な作の 盛上本小札
13）を用 い

た の で ある 。 室町末期 に は幅 1，3〜 1cm と い う極め
　 　 　 　 　 　 　 　 　 こ t　　 ざ ね

て 細か い ，い わ ゆ る細か 札
14）を生 じ，

こ れ を縫重ね

た 66枚 ・68枚 ・74枚 ・78枚 な ど と い う小札枚数の

非常に 多い 遺例 を も み る に 至 っ た の で ある 。 中世

を通観 して 遺物 に よ る最 少は，広 島県厳 島神 社
　 　 こ ざ く ら お ビ し

蔵 ・小桜 威 大鎧 15）
の 大袖の 18枚 ， 最 多は 山形 県致

　 　 　 　 　 　 いろいろおど し

道博物館蔵 ・色 々 威 胴丸
16｝

の 大袖 の 78枚 で あ る 。

　 なお ， 札板
一

段 の 小 札 枚 数は偶数
i7〕を原則 とす

る。規定 の 寸 法 に 合せ る た め 適 宜 に 増 減 して も，

決 して奇数に する こ とは な い
。 こ の 点 は各時代 を

通 じ厳格 に 守 られ た とい っ て よい
。

　 さて，か か る精緻 な作業 ・工 程 に なる大袖 の 横

幅 は ，遺例 に よる と，平安 後期か ら鎌倉時代 にか

けて は ，33cm， また は こ れ に近 い もの を比較 的多

く見る （表 1参照〉。

　 しか る に
， 南北朝時代 か ら室町 時代 に は ， 35cm

幅，また は こ れ に僅差の もの が圧倒 的に 多くあ り，

当代 の 大袖 は 35c皿幅 を も っ て原 則 に した とも推測

され る の で ある （表 2参 照）。

　袖幅 2cmの 拡大は ， 防禦力の 向上 を志向 して の

被覆面積拡 大の た め と も推測 され る が
， 騎射戦 が

盛行 し，大袖が 楯 として の 機能 を ， 最 も発揮 した

時代 の 遺例が ， 幅 33cm前 後 とむ しろ狭 い こ とをみ

れば ， 防禦力 の 向上 は ， 大袖幅拡大 の 根拠 と して

は薄弱で ある。 よ り広 く体 を被覆せ ん とす るなら

ば，35cmに 固執せ ず ， よ り
一

層拡大 し ， 任意 に横

幅 を定めて ， 例 えば 38 
・39cmに仕立 て て もよ い

と思わ れ る 。 しか る に 管見に して ，
い まだ か か る

横幅の 遺例 を知 らな い
。 た だ し40cmと特別に広 い

大袖が 青森 県櫛 引八幡宮 に伝来す る が
，

こ れは 例

外 中の 例外 と い うべ き存在で あ る。

　 また
一

方，美観上の 理 由 と も考 えが た い 。美観

の
一

要素 として の 均衡上 ， 多少 の 広狭 は支 障な い

の で ある。事実，平安後期 の 製作 と推定 され る 厳
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 み 　 た け

島神社蔵 ・
小桜威 大鎧 ， 東 京都 御岳神社蔵 ・赤糸

威大鎧 18）など は ， 33c皿幅の 大袖 を付 け る が ， 兜 と胴

の 大 き さ との 比 例 に お い て， こ とさ ら袖幅が 狭 い

との 印象は うけな い
。 む しろ 二 領 とも均衡す ぐれ
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て荘重な外容 を誇 り， こ れ を見 る者 にひ ときわ雄

偉 な印象 を与えて い る の で あ る。また ，
40cm幅 の

大袖 を添 え る櫛 引八幡 宮蔵 ・紫 糸 肩浅 葱 白威 大

鎧
19）も袖幅 の 広 い こ と に よる 異和感は 特 に覚 えな

い 。

　被覆防禦上 ・美観均 衡上 とも35cm幅 に固執す る

必然性は まっ た くな い と い うべ きで あろ う。

　 35cmの 曲尺換算値 は 1 尺 1 寸 5分 で あ る。も し

中世の 甲冑工 が 曲尺 を基準尺に して い た とすれば ，

端数 の 出 る こ の 数値は不可解 と い わざるを得 な い
。

作業 の 効率 を考慮するな らば ， 当然 ， 小札 幅や小

札枚数 の 割 り出 しに 便利な， 2 ・3 ・4 ・6 の 倍

数 とな る 12， す なわ ち 1尺 2 寸 に する は ずで ある。

　 した が っ て ， 大袖幅 の 拡 大 と ， それ が 定形 とし

て の 普遍化は 別の 理 由 ・原 因 に よる と考 えざ る を

得な い の で ある 。 しか も， こ の 寸 法 が室町末期に

至 るお よそ 二 百 数十 年 の 長 きに わ た り墨 守 され ，

継続 した こ とは ， 甲 胄史上 ・計量史上注 目す べ き

事実 と い わね ばな らない の で あ る。

3 ．屋代 弘賢 と狩 谷 械斎の 所 説

　大袖幅が拡大 し，35cmを原則 と もする に 至 っ た

理 由 と して ， 当然 ， 想 定 され る の は ， 中世 の 甲胄

工 に 普遍 的に 採 用 され ， 専 ら用 い られ た私 尺 の 存

在 と ，
こ れ に よる甲胄部分の 法量 の 規格化で あ る 。

　 甲冑用 の 私尺 の 存在 を述 べ た の は ，前 記屋代 弘

賢 と狩 谷 槭斎 で あ る。古書古文献 を類聚的視点 で

博捜 した 屋代弘賢は ， 『古今要覧稿 』第二 百 十 五 器

財部に ，

　「南都 に 甲 胄用鷹 ざ しと い ふ あ り，御尺司林氏製

　す る所 な り， そ の 長 曲尺
一

尺
一

寸 五 分 に あた る e

　延 喜式の 造位記尺 に比 すれ ば五 分 短 し ， そ の 尺

　 に添た る説あ り， 云 ， 鷹 は 勇猛 の 鳥に して 子 を

　生 じ，巣 に あ りて 子 に 食 をあた ふ る に ， 巣 よ り

　一
尺枝 をさ り子 をや しなふ 。 ゆ えに是 を呼ん で

　 ヌカ バ カ リ

　鷹 度 と い ふ 。武勇をい は ふ 吉例 に よ りて，往 古

　 よ り甲 胄に此尺 を用ふ る事 な りとあ 明

　 と記す。「鷹 は勇猛 の 鳥に して 云 々 」は ，すで に

室町時代 の 辞書 『下 学集』
2°）

にみ る と こ ろで ， 附会

の 説 に す ぎな い が ，
こ の 物差 を 甲 胄用 とし て

， そ

の 1尺 の 長 さ は曲尺 の 1尺 1寸 5分 に 当 り『延 喜

内記式』に あ る造位 記尺
21］

に 比 較 し 5分 短 い と述

べ て い る 点 は 重要で あ る 。

　 また，狩谷 腋斎は ，『本朝度量権衡攷』の 本朝度

攷に次 の ご と く記 して い る 。

　 「又，奈良ニ テ 甲冑ノ 用 ナ リトテ，鷹 バ カ リト云

　フ 尺 を製ス ， 曲尺 ノ
ー

尺
一

寸五 分 ナ リ， 是 モ 古

　 二 無 キ私 尺 ナ リ」

　 こ の鷹 バ カ りな る物差 が 辺遠 地 の もの で な く，

中世以来甲 胄の 主要生産地で あ っ た 奈良で，甲胄

工 の 専用 とな っ て い た と い うこ とは注 目すべ きで

ある 。 奈良に は ， す で に 室町時代 に 岩井派 ・春田

派 な ど の 著名 な甲胄工 の 集団が確 実に 繁栄 して い

た 。『ヨ 胄鍛冶
22，

の 地位 が 向上 した 室町末期の 甲胄

の 中に は ， 「南都住 」を冠 した ， 例 えば 「南都 住春

太 光信 作」
23 ，

と 兜の 鉢 裏に 刻 銘 し た 精 巧 な 製作 の

鎧 も存在 して い る 。

　 全国の 甲 冑製作の 中心 地 で ある こ の 奈良に お い

て ， 甲 胄用 の 鷹バ カ リが 作 られ た と い うこ とは重

要で ，
い わ ば 甲 冑工 の 専用 尺 と して普及 する条件

が備 わ っ て い た と い えよ う。

　 弘賢は 「往古 よ り」 と述 べ て ， 中世すで に 用 い

られ て い た こ とを示唆す るが
， より実証派 の 槭斎

は批判 的で 「古 二 無 キ」 と記す。しか し ， 甲 胄が

戦陣所用の 防具 と して最 も機能 を発揮 し ， 生 産 ・

活用 され た の は 中世で あ る と い うこ と か ら すれ ば ，

掖斎 の い う 「古 二 無 キ」は 「古代 に無 き」の 義 に

とれ ぬ こ とは な い 。

　 しか して ， 弘賢 も掖斎 も甲胄用 鷹バ カ リに つ い

て は注 目・追究 して 記述 す る と こ ろ少 な く， 研 究 ・

批判 は無論 ， 甲 胄遺例 と の 照 合 も行 な っ て は い な

い 。お そ ら く江 戸後 期 には ， すで に こ の 尺度が 普

及 す る こ と少 な く， 実用 の 時 代 の 終末 に 近 くな っ

て い た た め ，特 に深 く追究す る意識 を持た なか っ

た の で あろ う。

　 た だ し ， 江 戸 中期 の 故 実家伊 勢貞丈 は
， 「貞丈 雑

記』で ， 特に 甲胄用 とは い わ ず ， 「た か ばか りと云

ふ は ， 竹 の 物 さ しな り ， 御服 さ し共 云 ふ 曲尺 の 一

尺 二 寸五 分也 」 と述 べ て ， 呉 服尺 と同 じ尺度 との

異説 を唱 えて い る 。 弘賢 と椴斎 の 説 くと こ ろよ り

1寸長 い こ の 尺 度は ， あ る い は ， 『氏経 卿神事 日次

記』に 記す 「大たか ば か り」の 可 能性 もあろ う。

4 ．大袖幅の 実測値 と鷹バ カ リの 尺度

　貞丈の 説は こ こ では お い て，弘賢 と械斎の 記述

は 同 工 異 曲で，甲 胄工 専用 の 私尺が 現 に 存在 し，

一 28 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society of Historical Metrology, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　of 　Historioal 　Metrology 厂　Japan

そ の 尺度 の 曲尺 の 1 尺 1 寸 5 分 で ある こ とに尽 き

る。 しか も実 証家 の 掖斎 は ，その 正 統性 に い さ さ

か疑 聞 を抱 い て い る よ うに も解 され る。

　 しか る に ，前記 した 大袖幅35cmな る規格 を甲 冑

用鷹 バ カ リとの 関係で み る ときは，鷹バ カ リの 尺

度に新た な信憑性 を生 じ， か つ その 存在 の 可能性

を推 定 し得 る の で ある。

　か くて ， 中世の 大鎧 ・胴丸 ・腹巻 な ど に 添 う大

袖 遺例 の 中よ り抽 出 ・選 定 した大袖 を対象 と し，

その 横幅の 実測値 と甲 胄用鷹 バ カ リの 尺度 と の 照

合 を試み よ うと思 う。

　大袖幅 の 実 測 値 を，曲尺 の 1 尺 1 寸 5分 を 1 尺

とす る尺 度に 換算 し照合す る と ， 南北 朝時代か ら

室町時 代 の 大袖遺例 の 大部分 は ， 表 2 に掲示 した

ご と く，甲青用鷹 バ カ リの 1 尺 と断定可能 の 数値

を示す の で ある ． 先 に述べ た ご と く， 札板 は 数十

枚 の 小札 を縫重ね て作 る手工 品 で あ る た め
，

正 確

に 1尺 となる もの は少 な く，多少の 差異 を生 じる

の は や む を得 な い こ と で あるが ， そ の 差 異は ， 小

さ い もの は 4 ， 5 厘 ，大 きい もの で も 1 ， 2 分 と

い う僅 差で ， 複雑 な工 程 に な る手 工 品 の 許容の 範

囲 に属 し，甲胄用鷹 バ カ リの 尺 度 と大袖の 横幅 と

は 完全 に 照 応する と認め 得 る の で ある。

　か くし て
， 南北朝時代以降の 大袖は規格化 が行

われ ， 曲尺 の 1 尺 1 寸 5分 を 1 尺 とする物差，す

なわ ち ， 弘賢 と械 斎が 甲 胄用 と指摘 した鷹 バ カ リ

に 相当，また は同種 と考 え られ る物差 の 1 尺 を も

っ て 横幅 とした可能性 が推 定 され るの で あ る。

5 。南北朝 と室町時 代の 甲胄の 実測 値 と鷹バ カ リ

の 関係

　さて，南北朝時代 の 鎧 と室町 時代の 胴丸 を調査

記録 した江戸時代の 文献 と ， そ の 二 領の 甲胄の 実

測値 と の 照合 を行 い
， 甲 胄用鷹 バ カ リの 基準尺度

の 曲尺の 1尺 1寸 5分 な る こ と，大袖が その 尺度

の 1尺 を も っ て横幅 と した こ との 傍証 とす る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 え だぎ くか な ものあか いとお ど し

　まず，八戸 市櫛引八 幡 宮蔵 ・枝 菊金物赤糸 威 大
　 　 　 　 　 　 し ： う 　　 　　 　　 　　 　せ んだん の い た 　き ゆ うぴ の い た

鎧
24）を，兜鉢 ・

鞠
・胴 ・大袖 ・栴檀 板 ・鳩 尾板 な

ど の 部分 に分 け て描 き， さ らに要項 を詳細 に記 録

した 『櫛引緋 威鎧 図 』
251

は ，各部分 の 寸法 を註文 に

記 して 貴重 で あ る 。 こ の 註文 の
一部 を要略す る 。

　　　 黒 札緋威鎧図

一、鎧 ， 本縫小札黒塗，唐紅糸毛引威，前後 立

　 上
26 ）共塗堅 メ，長 ヶ 輪四 ヶ 輪，塗堅 メ候上，目

　 揉直 シ黄染真 革二 而表片鷹羽 縫 ， 下 その 目に

　 而鎧裏壱 ヶ 輪打午皮溜色塗 ， 下散 ・引敷 ・射

　 向 ・脇楯 二 而四間五 下 リ。

　　 〈中　 略〉

　　但，前立上 ヶ 鷹斗親 札 ヨ リ壱 寸四枚割 ， 端

　　札 ヨ リ四枚半，長 サ 壱 寸九分，一ノ板 幅六

　　寸五 分余 ，
ニ ノ板六 寸 七 分 余 ， 後立 上 ヶ

一

　　 ノ板幅 九 寸，逆板九 寸弐分 余 ，
三 ノ板九寸

　　七 分，鉄革札壱枚置 ， 逆 板革札斗 。

　　　 〈中　 略〉

　
一
、太刀掛 27L

ノ板，鷹斗親札 ヨ リ壱寸 四枚

　　割 ， 端札 ヨ リ四枚半 ， 長サ 弐寸 ， 幅壱尺弐

　　分 ，
ニ ノ板壱尺壱寸 四分 ， 三 ノ板 壱 尺弐 寸

　　八分 ，四ノ板壱尺 四 寸二 分 ， 菱板壱尺 五 寸

　　三分 余，鉄革札 壱枚 置 ， 四 ノ板 ヨ リ菱板迄

　　革札斗 ， 下縫 前 同断，威下 ヶ 八 寸七 分 。

　　　　 〈中　 略〉

一、大 袖七 板
28 ），本縫小札黒 塗 ， 折冠 表胸鉄 具 同

　様之革着セ
， 小縁 ・伏 組 ・金物 ・化粧板 ・水

表 3 　註文 記 載 寸 法 と実測値
1− ＿

　　 鎧 　部 　分 　名　称 註 文 記載寸 法 実 　 測 　 値 鷹バ カ リ換 算 値
　　　　　鹽」

前 立 上 ヶ （前立 挙）
小 札 長 1 ・1

．
9 分 6．70m 1 寸 9分 2 厘

一
ノ板幅 6 寸 5 分 余 22 ．8cm 6 寸 5 分 4 厘

後 立 上 ケ 逆 板 幅 9 寸 2 分 余 32，0cm 9寸 1分 8 厘
小 札 長 サ

1
　　　 2 寸 7　 cm 2 寸

太 刀 掛

〔射 向 草摺 ）

　 II
（左 側 〉

一ヅ 板幅 1尺 〔）寸 2 分 35．5cm 1 尺 0 寸 1 分 9 厘
ニ ノ 板幅 1 尺 1 寸 4 分 40 ．Ocm 1 尺 1 寸 4 分 7 厘
三 ノ 板 幅 1 尺 2 寸 8 分 45．5cm 1 尺 3 寸

四 ノ 板 幅 1 尺 4 ・上2 分 50．Ocm 1 尺 4 寸 3 分

菱縫板幅 1 尺 5 」
’
3 分 余 53，3cm 1尺 5 寸 2 分 9 厘

大　　　 袖
小 札長 サ 2

．・1
』

6．9cm 1 ・」
』
9 分 9 厘

横 幅 1 尺 35．Ocm 1尺 0 寸 0分 4厘
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　　引共 同断 ，
〈中略 〉

　　　但，小札鷹斗割前同断 ， 長サ 弐寸，幅壱 尺 ，

　　　威下 壱尺壱寸 ， 四板 目迄 鉄 革札 壱枚置 ，
五

　　　枚 目 ヨ リ菱板迄革札斗，下縫前同 断。

　 　 　 　 〈下 　 略 〉

　註文 に記す 「鷹斗」 は無論 「タ カ バ カ リ」で あ

る。註文記載の 寸尺 を本鎧 の 実測 値 と照合す る と，

表 3 の ご と くなる 。

　お よそ六百 年 を経 て 幸に 現存する枝菊金物赤糸

威大鎧の 実測値の 鷹 バ カ リ換算値 は ， 註文 に記す

鷹斗に よる計測値 と， 僅差 を も っ て い ずれ も照応

して い るの で ある。しか も大袖を 「幅壱 尺」 と明

記 して い る の は ， そ の 意義 は きわめ て大 き い 。曲

尺 の 1 尺 1 寸 5 分 を 1 尺 とする物差の 1 尺 を もっ

て 袖幅 とする意識が 明瞭 に 看取 され る。袖 と草摺

の 小札の 長 さが丁度 2 寸に相当す る の も注 目に値

す る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 し ろい とか な くれな
いお ど し

　 つ ぎに ，こ れ も櫛 引入幡宮蔵 ・白糸肩 紅 威 胴

丸
29）

を前出 『櫛 引緋威鎧図』と同 じ手法で 描 き ， 要

項 を こ れ も詳細 に記録 した 『櫛引 八幡神 宝小桜威

胴丸之 図』
3°）

の 註文 を次に要略す る 。

　 　 　 　 〈前 　略 〉

　　　但 シ 胴丸，鷹斗親札 ヨ リ壱寸 四枚半，端札

　　　 ヨ り五 枚 ， 長サ壱寸六 分 ， 前 立上 ヶ
一

之板

　　　幅六 寸 入分 ，
ニ ノ板七 寸壱分 。

　　　 　 〈中　略 〉

　　一、袖七 板，小 札割
31，前同断 ， 長サ壱 寸九分 ，

　　　幅 一尺，威 下 ヶ 壱 尺 壱 寸 ， 三 段 目迄 鉄革
　 　 　 （・E カラ

　　　 弐枚 置 ， 四段 目ヨ リ菱札迄 革札 斗 リ， 菱板

　　　下 縫共 二 革 ， 菱 トチ両鷹羽縫 。

　　　 　 〈下 　略 〉

　大袖幅 は 本図巻の 註文 も 「幅壱尺」 と記す 。 鷹

斗の 1尺 で ある の は重要で ある 。 本大袖の 実測値

35．3crnを鷹 バ カ リの 尺度 に換算す る と 1 尺 1分 3

厘 と な る 。 1 分 3厘 の 僅差 は許容の 範囲 として ，

正 に 1 尺に 相 当す る横幅 と い え よう。 「長サ 壱 寸 九

分 」 と ある 小 札 も ，
メ ー トル 法に 換算す る と6．62

cm とな り，実測値 6．5〜6．6cmに照応す る 。

　 1寸 当 り親札 よ り 4 枚 半 ， 端札 よ り 5 枚 と あ る

小札割 りも，本大袖 の 札板 1 段 当 りの 小札枚数 は

52枚で あ るか ら正 に適 当す る 。

　 胴 の 小札 は 「長サ 壱寸六分 」 と記す。こ の 長 さ

の メ
ー

トル 法換算値5 ．5cmは ， 実測値 5．5〜5．6cmに

照応す るの であ る。

　か くて ，南北朝時代の 作と推定 され る枝菊金 物

赤糸威大鎧 と室町 前期 の 作と推定 され る 白糸肩紅

威胴丸は ， そ の 製作の 基礎 となる寸法を ， 曲尺 の

1 尺 1 寸 5 分 を 1尺 とす る物差 を もっ て 定 めて い

る こ と が 明確 とな り， 註文 に記す 「鷹斗」は 甲 胄

用 鷹バ カ リに相当する もの と推 定 され る の で ある 。

　鷹バ カ リは竹 尺 の こ と と い わる ， すで に承平年

間 （931〜937）の 成立 と い われ る 『和名類聚 抄』

が 「尺竹量也醐
波
」 と記載 し， r伊 呂波鞭 抄』・

洞院公賢 の 日記 『園太 暦』な どに も竹量 と記 され

る 。

　 しか し， 文永 6 （1269）年 成立 の 『名語 記』
32 ｝

は

巻第十 に 「寸法サ ス ， タカ ハ カ リ如何 ， 長計也 ，

長量也 ， タ ケ バ カ リヲ タカ バ カ リ トイ ヒ ナ セ ル 也」

と記す。 「長 計 ・長量」 と書 くの は，丈 （長 さ）を

計 る意 と も解され るが ， 通常 よ り長 い 物差の 意 ，

あ る い は竹 量の 宛字 と も考 え られ よう。 尺度の 記

述 を欠 くが ，お そ ら くそ の 1尺 は 曲尺の 1 尺 1 寸

5分 に相 当す る もの で あろ う。

　 こ こ で 注 目すべ きは，『園太暦』『大 内家壁書』『多

聞院 日記』など の 記事であ る。『園太暦』は延 慶 4

　（1311）年 2月25 日 の 条に 「児御 衣調進事 ， 絹寸

法者用 竹量」と記 し，『大 内家 壁 書』
33）

は 寛正 3

　（1462）年 10月 25日付麻布 寸 尺之事 に ， 「御 分 国

中 ， 所納年貢 之 麻布之事 ， 古式に 任， よろ し く弐

丈八 尺 を以て 壱端 とす ， 鷹計を用 也 〈下略〉」と規

定 し ， 麻布 1端の 長 さを定め る の に用 い て い る 。

　 また ， 『多聞院 日記』
34｝は 天 文 12 （1543）年 4 月

29 日 の 条 に 「ヘ ン サ ン 長尺 二 五 丈 ヲ 三 百七 十 五 文
　 　 　 　 　 くヤ カコ

ニ 買テ ハ リカ へ 遣 了 ， 絹尺 二 五 丈七 尺五 寸 ア リシ

カ ，

一尺六 寸 ならて ハ 不余」とあ る 。 「長尺」は 「タ

カ バ カ リ」で ある 。 屋代 弘賢は 『古今要覧稿』器

財部に 「按 ずる に ， 曲尺 の
一尺

一
寸五 分 に あ た る

もの に して ， 即 今南都 にて ひ さ ぐ甲胄用鷹尺 と い

うもの ・ 類に や あ らん」と述べ て い る 。 た しか に ，

5 丈 7 尺 5 寸 を曲尺 の 1尺 1 寸 5 分で 割 る と丁 度

5丈 となり，長尺 の 1尺 は 曲尺 の 1 尺 1 寸 5 分 に

相 当す る の で ある 。

　 『園太暦』 『大内家壁書』『多聞院 日記』な どが と

もに布 帛の 長 さの 計測に用 い て い る こ と，さ らに

　『古今 要覧稿』器財部 に 武家故実 書 の 『弓馬故実』

　『大館 尚氏記』を引 い て 「武 家所用 手綱は すべ て
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表 4　近世 の 大袖幅

大 　　　袖 　　　幅
所　蔵　者 威 毛 の 名称

◎ ○

国 重
宝 ．文 計 　測 　値

〔 1
阿 ・八・ln） 鷹 バ カ リ 換 算 f直

　 　
〔【鹽嚇 ．雲

曲 　 尺 　 換 　 　算 　 値
　 　 　 （

1
ド 1ウ 尺 ，　　　　 … ＿

毛 利 博 物 館 　　（山 LI県 ｝ 色 々 威
…

30．4 1．OO
厳島神社　　 　（広 島 県 〕 白 糸威 ○ 30 ．0 O ．99
徳 川黎 明 会　　（愛知県） 日の 丸威 35．0 1，004
樗谿 神社 　　 　（鳥取県） 金小札 紅 糸威 35．2 ユ．01
水戸 東照 宮　　（茨 城 県 ） 紅 糸 威 34．7 0．995
永青文 庫　　　（東 京 都 ） 紅 糸 威 34 ．7 0．995

厂1　　 〃　 　 〔　 1厂　 ） 紅 糸 威 35．0 1．004
  」

中津奥平家 旧 蔵 萌 葱 糸 妻 取 威 35 ．0 1 ．004
占河 土 月・

家 旧 蔵 紫裾濃威 34．5 0，989

麻布
一

幅 ， 長 さ は た か ば か りに て 七尺五 寸 を常用

とす」， また 「軍陣聞書云 ， は た の 拵様 の事，長 さ

一丈二 尺 本也 ， た か ば か りの 定」と記す ご と く，

布製 の 旗 ・手 綱 な ど の 長 さ を定 め るため に も用 い

て い る こ と は 重要で ある 。 こ の こ とか らタカ バ カ

リな る物差 は 「長計 ・長量 ・竹 量 ・鷹斗 ・長尺」

と表記は 異なる もの の 同種 の 物差 で ，尺度 は 曲尺

の 1尺 1寸 5分 に相 当し，一般 に は布 帛の 計測 に

用 い て い た もの と推定 され る の で あ る 。

6 ，お わ り に

　前記四章 にお い て，中世 甲胄 の 大袖幅 の 実 測値

を ， 曲尺 の 1 尺 1 寸 5 分 を 1尺 とす る物 差 と照合

し， こ れ の 1尺 に相 当す る横幅 を持 つ 大袖多数 を

検出 した 。

　 そして
，

こ れ が 南北 朝時 代か ら室町 時代末に至

る 長期 にわ た る遺例で あ る こ とを明 らか に した。

　また ， 諸文 献の 検討，大袖遺例 と の 照合に よ り，

タ カバ カ り と呼称 さ れ る物差の 尺度は 曲尺の 1 尺

1寸 5 分 に 相 当す る こ とを推 定 した 。

　さ らに 『櫛引緋威鎧 図』 と 『櫛引八 幡神宝 小桜

威胴丸之 図』の 記述 をもっ て ，甲 胄用鷹 バ カ リの

甲 胄製作 へ の か か わ りを傍証 し得 た と信 ずる 。

　か くて ，中世 の 大袖 は ， 遺例に よ っ て み る と，

南北朝時代 に 規格化が行 われ ， 甲胄用鷹 バ カ リの

尺度 に相 当す る物差 の 1尺 をもっ て 横幅 とす るに

至 り，以 後 ， 室町 末期 まで の お よそ二 百 数十年 の

長期 に わた 1）　s こ の 規格が 継続 した もの と推定 さ

れ る の で ある。

　さ らに江 戸時代 の 大袖 （表 4 参照）の 中に も，

35cm幅お よ び こ れ に 僅差 の 数値 を示 す遺例の ある

こ とか ら，こ の 規格 は近世 の 甲 胄に継承 され た こ

とが推定 される 。 その
一方 ， 曲尺 の 1 尺 に相 当す

る30cm幅お よび こ れ に僅差 の 横幅 を持 つ 大袖 の 存

在 する こ とは 注 目に値 しよう。

　 前 出 『櫛引緋威鎧図』の 註文 に は鷹斗 と と もに

曲尺 に よる計測 の 記載 もあ る 。 例 えば，「
一

、胸八

双 形金物 ， 曲尺 二 而 丈六分 ， 幅三 寸壱分 余 ， 折返

六 分 ，弐枚。一
、菱板裾金物 ， 曲尺 二 而 丈壱 寸六

分 ， 幅 三 寸七 分 ， 〈中略冴 一、総角台座 曲尺 丈 ヶ 壱

寸六 分 ，幅 三寸 く中略〉 一
、 繰 〆 之銑 ， 曲尺差渡

壱寸九分，丸 ミ四分 」な ど とあ り，曲尺は 八双 金

物 ・裾金物 ・大 座 の 鐶 ・繰締の 鐶 など金銅 製の 飾

金物や 実用 の 金物の 計測に 用 い られて い る 。

　 した が っ て ，近世 にお い て は甲 胄用鷹 バ カ リと

曲尺 と の 並 び 用 い られ た こ とが 推定 され ， また ，

甲青製作 の 分業体制の 発達 に ともない
， 製作者集

団の 職能に 応 じて の 使 い 分 けの 行 われ た こ とが推

考 され る の で ある 。

　 35cm幅の 大袖 の 最 も古 い 遺例 は，筆者 の 知 る限

り， 厳 島神社蔵 ・黒 糸 威大鎧
35）の 大袖で ある。本鎧

の 推定年代は平安末期 に 上 る の で， い ささか古 き

にす ぎる感 を免 れ ない が ，あ るい は ， 曲尺 の 1尺

1寸 5分 を 1 尺 とする物差が 当時すで に あ り，
こ

れの 1 尺 をもっ て横幅 と した可能性 もあろう。本

鎧 の 小札 の 長 さ7．7  が 丁度 2 寸 2 分 に相 当 する

の も興味深 い こ とで ある。

　 黒 糸威大鎧か らお よそ百年余 り下 っ た鎌倉後期
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 あ さ ぎ あ や お ご し

の 作 と推定 され る厳島神社蔵 ・浅葱綾 威 大鎧
36 ）

の

大袖幅の 36．2cmは鷹 バ カ ll換算 1尺 4 分。春 日大

社 蔵 ・歌絵金物大鎧 残 欠
37）の 大袖 の 冠板幅 35．2cm

は 1 尺 1 分 であ る。やや 下 っ て鎌倉末期 に 比定 さ
　 　 　 　 ひ の 　み 　さき

れて い る 日御碕神社蔵 ・白糸威大鎧
38）

の 大袖幅 の

34．8cmは鷹バ カ リの 9 寸 9 分 8 厘 で
， 正 に 1尺 に

相 当する も の と い えよう。

　鎌倉 時代 の 甲 胄遺例 は 後代 に 比較 し て 少 な く，

か つ 鎌 倉後期の 作 と推定 され て い る春 日大社蔵 ・
う めか な も の くれな いい と お ど し

梅 金 物 紅 糸 威 大鎧
391

の 大 袖幅 が 33．6cmとい ま
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だ狭 い こ とか らみ て ，鎌倉後期 に曲尺 の 1 尺 1 寸

5分 を 1 尺 とす る物差が 甲胄工 の 専用 に な っ た と

す る の は い さ さか 早計 に す ぎる とい え よ っ 。

　しか し，すで に 当代 ， 布 帛など特殊 な もの の 計

測に 用 い られ て い た 曲尺 の 1 尺 1 寸 5分 を 1 尺 と

す る物差 の 使用 が 甲胄工 の 間に は じま り，こ の 物

差の 1 尺 をもっ て大袖幅 とす る こ とが 漸 次普及 し

つ つ あ り ， 規格化の 萌 芽 を生 じて い た もの と推 考

され る。『名語記』所 載の 「長 計」が ， 『多聞院 日

記』所載の 「長 尺 」と基準尺度 を同 じ くす る もの

な らば ，甲 胄工 に採用 された 物差は ， 鎌 倉時代に

用 い られて い た 「長計」 であ っ た と推定す る こ と

も可能で ある 。

　 しか して，「タカ バ カ リ」な る呼称 を持 つ 曲尺 の

1 尺 1寸 5分 を 1尺 とす る物差 の
， 甲胄工 へ の 普

及 と大袖幅の 規格化 は，南北朝時代 に本格化 し た

もの と推定 される 。 前 記 した ご と く，当期以降の

大袖遺例 の 大部分 が ，こ の 物差 の 1 尺に相 当す る

横幅 をも っ て作 られ て い る こ とは ，
こ れ を証す る

もの と い えるが ， また ，
こ の こ とな くして 大袖幅

の か か る 現象は 理 解 し得 な い の で あ る。

　 甲 胄工 の 間に普及 した物差 は ， 中世段階 に あ っ

て は ，
た だ 単に 「タ カ バ カ リ」 と呼称 され て い た

もの と推測 され るが ，江戸時代 に至 り， 曲尺の
一

般的普及 に より， 特殊 な職能集 団に お け る私 尺 と

の 認 識 を強 くし， 特 に 「甲青用」 と称 され るに至

っ た の で あろ う。

　 着用者 の 体 格 を考 慮 して 作 る 胴 甲 と異な り，そ

の 必要の ほ とん どな い 大袖は ，札板 そ の もの が 横

に長 い 方形の 平面 を なすこ ともあ っ て ， 規格 化 が

比較 的容易で あ る。 しか も， 規格化する こ とに よ

っ て作業 ・工 程 が 合理 化 され る。さ らに 分業が 可能

とな り， 生産性の 一層の 向上が望 まれ る の で あ る。

　 南北朝時代以降の 大袖の 多 くが ， 鷹バ カ リの 1

尺 と い う規 格化 され た 横幅 をも っ て作られ て い る

こ と は ，当時 ， 甲 胄工 の 新た な組織 化 が 進み ，職

能集団 として機能す る体制の 成立 を物語 る も の で

もあろ う。 甲 胄工 の 私 尺 となる鷹 バ カ リの 採 用
・

普及 と大袖ひ い て は甲 胄の 規格化 は ， か か る素地

の 整備 が あ っ て ，は じめ て 行 い 得 る もの と考 え ら

れ る。

　 また ， 別視点 か らみ れ ば ，
こ の こ と を要請す る

熾烈な社会情勢の 到来 を意味す る もの で もあ ろ う。

　南北 朝時代か ら室町時代 に お け る 戦 乱 の 続発 を

反 映 して，飛躍的に 増大 した 甲胄の 需要に 供給 が

応 じ得 た の は ，

一面 に お い て ， 甲 胄工 の 職能集団

と して の 成長 ， 分 業体制 の 整備 な ど生産体制の 全

般的 な拡充，生 産 現場 にお ける鷹 バ カ リの 採用 ・

普及 と甲胄部分 の 規格化 に と もな う工 程 の 合理化

な ど が あい まっ て大 い に寄与し た もの と推考 され

る の で あ る。

　以上，い まだ遺例 の 計測 ，文献の 検 討 ・傍証 な

ど不充分 の そ し りも免れ得ぬ もの あるが ， 甲 胄製

作 の 沿革 史上 と計量具 の 研 究 に一視点 を提 起す べ

く， あえ て 小稿 を諸賢の 高覧 に供す る もの で あ る。

　　　　後　記

　本論 の 執筆 に 当 り ，
日本計量機器工 業連合会専

務理事小泉 袈裟勝氏 より御助 言 を賜 わ り，畏友斎

藤慎一氏 よ り新資料 の 提供 な ど多大の 御好意 を頂

い た 。また ，甲胄遺例 の 調査や文献 の 閲覧 に当 っ

て は ， 御所蔵の 多 くの 方 々 の 御厚意を賜 っ た。

　 こ こ に銘記 して 深甚 の 謝 意 を表す ．

註

1 ）騎馬の射 戦 に適 応す る構造 ・造形 ・機能 を持

　 つ 小札製の 甲胃で ， 平安後期 の 成 立 と推定 さ

　 れ る。兜 ・胴 ・大袖 の 三 部分 をもっ て 1領 を

　 構成 す る重装備で ， 騎射戦 に機能 し着脱 を容

　 易 に するため胴 の 右側 を分 離 し ， 隙間に 脇楯

　　を当て る。胴正 面 に 弦走韋 を張 り， 栴檀板 ・

　 鳩尾板 を垂下 して 胸 脇 を防禦す る 。 後 立挙 の

　　二 の 板 を逆板 とし，肩上 に障子板 を設 ける 。

　　草摺は 4 間 5段下 りを定形 とす る。

2 ）太 刀 ・刀 ・長刀
・槍 などの 打 ち鍛 え て 作 っ た

　　武器 。

3）大鎧 同様平安後 期頃 の 成立 と推定され る。古

　　く腹巻 と称 され たが ， 後 に胴丸 と名称 がか わ

　　っ た 。徒歩で 戦 う従者の 着料で あ る ため ， 元
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 よ ろい

　　来 兜 と袖 を付 けな い 胴 を主体 とす る軽快 な 甲
　 　 　 　 　 　 ひ きあわ せ

　　で ， 右側 を引 合 （着用 時に体 を入れる所）と
　 　 　 　 わ たが み　 ぎ ようよ う

　　し， 肩上 に杏 葉 を付 け て 肩先 の 防禦 と した 。

4 ）古 く胴 丸 と称 した 。 文 永 8 （1271）年 の 『種 々

　　御振 舞御 書』に 「胴丸」 とあ り，鎌倉後期頃

　　の 発 生 と推定 さ れ る 。 元 来兜 と袖の ない 軽快

　　な 甲で ， 引合 を背面 に設 けて 背割 り とす る 。
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5）甲 胄を作 る專門工 は ， すで に 古 く『続 日本紀』

　　 に 「甲作 ・鎧作」とみ える 。 後 に は鎧師 と も

　　称 し た が
， 近世 の 藩政資料 など には具足 師 ・

　　具足 屋 ・甲胄師 な ど と記され る。 また函工 ・

　　 鎧 匠 と も称 され た 。

6）出羽 由利郡矢島藩士 。明治 維新後 新政府 に 仕

　　 え ， 後年判 事 とな っ た 。 明 治43 （1910）年歿

　　　（76歳）。甲胄を好み ， 厳島神社宝庫の 古鎧 ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 つ 　 づ 　 　ニ　 わ け

　　都城 津曲氏 の 胴 丸，都 々 古別神社 の 古鎧 残欠

　　 な ど中世 甲胄の 遺例 を精査 し ， 古式に 則 る甲

　　胄の 製法 を実証的に記述 し ， 明 治 17 （1884）

　　 年 『鎧話」上下 2巻 を著わ した 。

7 ） 甲胄の 主体 をなす革や鉄の 縦長 の 細片 で ， 普

　　通 13孔 を 2例 に あける （小札 の 図参照）。 こ れ
　 　 　 な み ざ ね

　　 を並 札 ともい い
， 隣接す る小札 を深 く重 ね ，

　 　 し た が ら み 　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　 　 か ら

　　 下 緘 の 穴に革紐 を通 し て 縅 み 綴 じる。上 の 緘
　 　 　 　 　 　 け だ て 　　　　 　　　　　　　　お ど しげ

　　み の 穴 と毛立 の 穴 との 5 孔は威毛 を通 して札

　　板 を上下 に威 し連ね る穴で ある。また ， 19孔
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 み つ め　ざ ね

　　 を 3例 に あ けた小札が あ り，三 目札 と称 す る 。

8 ） 7）お よび 小札の 図参照 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ぬ い
9）深 く重 ね合せ た小 札 を緘み 綴 じ る こ と を 「縫

　 　 が さ ね

　　 重」 と称す る。

1  袖 の 最上部 に 設 ける板 。 防禦 ・美観 お よび 袖

　　の 形状 を保 つ 用途 が ある。鉄板 製絵韋張 りで
，

　　縁 に 覆輪 を懸 ける。立冠板 と折冠板 とが あ り，

　　 大袖 に は 立冠板 を設 け る。

11＞甲胄の 軽快化 の 志 向 を反映 して小札 は次 第 に

　　小さ くな る 。 幅が 狭 くなる とと もに長 さ も短

　　か くな っ た 。 こ の た め 7 段下 りを生 じ， 南北

　　朝時代 以降は こ れ が 定形 とな っ た 。

12） 11）参照。

13）小札幅 が狭 く， か つ 薄 くなる と， 補 強の た め

　　に 小 札 頭 に漆下地 を厚 く塗 っ て盛 り上 げ た 。

　　防禦 力を強化 し，小札頭 の 形 を整 え美観 を増

　　す効果が あ る 。 室町 時代 に盛行 した 。

14）幅の 極め て狭 い 小 札 の こ と 。 専 ら奈良で製 し
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 え そのは こ ざ ね

　　た と こ ろ か ら奈良小 札 とい い ，俗 に鱒 歯小札

　　 と もい う。

15＞国宝 。 平安後期 の 代 表的遺例。大 きな小札 を ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 わ い だ て

　　桜 花 を藍 染 した 韋 で 威立 て る 。 脇楯 を失 な っ

　　て い るが ，そ の 形 姿は高雅荘重 の 趣が ある。

16）重要文化財。細か 札 を紫 ・紅 ・白 3色 で威す 。

　　室町最末期 の 作 と推 定され ， 立 挙は前 3 段 ，

　　 後 4段 と通例 よ り各 1段 多 く， 甲胄改革期 の

　　 特色 を持つ 。
　 　 　 　 　 おおや まず み 　 　　　　 さ か お も だ か

17）愛媛県大山祗神社蔵逆沢瀉威大鎧 の 袖 ， 愛知

　　 県猿投神社蔵の 小桜威大袖な ど ， 大鎧形成期

　　の 遺例 の 中に は奇数が ある。 しか し
， 大袖 の

　　 札板 は偶数 を原則 と した の で ある 。

18）国宝。平安 後期 の 代表的遺例。大 きな小 札 を

　　 茜染 の 燃え立 つ よ うに 鮮やか な赤糸 で威 して

　　 い たが ， 明 治の 修理 に よ っ て い さ さか 古態 を

　　失 っ た 。 しか し，豪壮 な趣の 優品 で ある 。

19）重 要文化財 。特徴 か ら南北朝時代 の 作 と推定

　　 され る。や や 胴廻 りの 大 きい 鎧 で
， 紫糸威の

　 　 　 　 　 あさ ざ い と　　　　　　　　　　　 にお い わ たじろお ど し

　　上部 を浅葱糸 と白糸で 威 す。匂 肩 白 威 と も呼

　　 ば れ る 。

20＞文 安元 （1444）年成立。漢和辞書。18に分 類

　　 し， 和 訓を付け ， 漢文 で 語義 を注す。
　 　 　 タカバ カ リ

　　　鷹 秤 の 注に 「鷹猛 悪之鳥也 ， 生 子在巣 ， 其

　　子 生長 ， 則有 食親之義，父 畏之 ， 居去 自巣一

　　尺 枝而 養子 ， 故呼一
尺 量 ， 鷹科云伝也」 とあ

　　 る 。

21）延 喜式巻十二 内記式に 「凡造位 記料板 二 枚 ，

　　長各八 尺 ， 廣二 尺 四寸，厚二 寸 。鉄尺
一
隻 ，

　　 長
一

尺 二 寸」 とある。

22）甲胄工 の 中で ，鉢 を張 るな ど鉄 細工 を専 門 と

　　 す る者。

23）厳 島神社蔵の 大内義隆奉納の 黒韋肩紅 威大鎧

　　 （重要文 化財 ）は ，製作精緻 を極め る室町」

　　末期 の 優品 で ある 。こ の 筋兜鉢 の 裏面 に 「南

　　都 住春太光信作」と刻 銘する 。 「春太」は 甲胄

　　鍛 冶の 名流 「春 田」 の こ とで ある 。

24）国宝 e 威儀化 した大鎧の 典型。黒小札 を燃 え

　　立 つ ご と く鮮や か で 深 い 色 の 赤糸 で 威立 て ，

　　兜 ・袖 ・草摺 など の 各所 に ， 枝 菊文透 高彫 の

　　意匠彫技 と もにす ぐれ た大金物 を据 え る。特

　　に 袖 は 籬に枝菊 の 金物 ， その 上部 に飛雲の 金

　　物 を据え華麗 をきわ め る 。

25）『櫛引白糸敷 目威鎧 』 『櫛引八 幡神 宝小桜威胴

　　丸之図』 と とも に 三巻
一

具 をなす。久 留 米藩
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 と きかた

　　士 で有職 故実家 の 松 岡辰方 （1764〜1840）の

　　旧蔵書で あ る。明 治25年に 子孫松 岡菊四郎が

　　宮 内省図書寮 へ 献納 した。

　　　三 巻 とも江戸 時代 の 写本 （辰方 が み ずか ら

　　写 した もの か も知 れ な い ）。 楮紙 に，兜鉢 ・
軛

・
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　　胴 ・袖 などの 部分 に 分 けて描 き着色す るが，

　　一一
部 白描 とす る。各図に 要点 を註 記 し ， さ ら

　　に 図に 続 けて註文 を詳細に 記録す る。但 し『櫛

　　引白糸敷 目威 鎧 』は註文 を欠 く。 図の 稚拙 な

　　描 法や 職 人用語 の 使用 な どか ら み て ，本歌 は

　　江 戸 時代 の 具 足師の 製作 と推 定 され る。
　 　 　 　 t：て あげ

26）通常立挙 と書 く。 胴廻 りを囲む 長側 よ り前後

　　 に 立 ち上 っ た 部分 。鎧 ・胴丸 と も前 2段 ， 後

　　 3段 を定形 とする 。

　 　 　 　 い　む け

27）鎧の 射向 （左）の 草摺 。 佩用 し た 太 刀 が 草摺

　　 の 上 に か か るの で こ の 称 が あ る 。

28）大袖 を構成す る札板 7枚 （7段 ）の 意 。

29）重要文化財 。 盛上 小札 を用 い た精緻 な製作で ，

　　花 （夕顔 と呼 ばれて い るが，国宝 浮線綾蒔絵

　　手箱の 蓋裏や 高台寺蔵 ・秋草蒔絵文庫 の 撫 子

　　 の 描 写 ，ま た 撫子 裂 と い う名物裂の 撫子文 に

　　類似す る 。 撫子 とい うべ きで あろ う）唐草文

　　 の 金物 を据 え，将 帥の 着料 に ふ さわ しい 製作

　　 と装飾 の 初期 の例 品。白糸威 の 上 2段 を紅糸

　　 で 威 し， 外観 は美麗で気品高 い
。

30）25＞参照 。 白糸肩紅威 を 「小桜威」 とす るの

　　 は江 戸 時代の 呼称 。 元禄 15 （1702）年の 『甲

　　 冑録」 に 「小桜威 ，
白糸 ト薄紅 糸 ヲ以テ威 ス

　　 ナ リ」 とあ る。

31）札板 の 表 に 見える小 札 の 1寸 当 りの 枚数 。 小

　　札幅 の 広狭に より枚 数に差 が出 る。時代観 を

　　 示 す指標 の
一

つ 。 親札 とは 13孔 を 2行 にあけ

　　 た 本胴丸 の 主体 をなす小札 。 端札 は 札板 の 端

　　 の 小札 に 重 ね る 7孔 を 1行 あけた 半分幅 の 小

　　 札。端札 よ り 1寸 5枚 は室町 時代 に相応する 。

32）建 治 元 （1275）年改訂成立 の
，

い ろは 引き語

　　 源 辞書。 もと十巻 。 現在第
一

巻 を欠 く。語源

　　 を発音 をもとに問 答体で 説明 。 鎌倉時代 の 日

　　 常語彙 を知 る好 資料 。稲荷 法橋経尊著で ，執

　　 権 北条実時 に 献上 され た。経尊 自筆本 は国宝

　　 指定。長 く非公 開 だ っ たが ， 昭和 58年北 野克

　　 氏が ，同氏 の 筆写本 を勉誠社か ら刊行 し， 全

　　 貌 が ようや く世 に 知 られ た。本稿の 引用 も北

　　 野氏刊行の 学恩 に よる 。

33）守護大名大 内氏制定の 分 国法 。 殿 中儀礼 ・軍

　　役 ・年貢 ・商業 ・経済 ・交通 ・寺社保護 な ど

　　の 約 50通 よ りな り武 士 ・農民
・商人 を統制 す

　 　 る。

34）奈良興福寺五 師職 宗芸 ・多聞院主英俊 ・宗英

　　 な どの 日記46巻 。 文 明10 （1478）年か ら元 和

　　 3 （1617）年に至 る。中世末 か ら近世初頭 の

　　政治 ・社会 ・文 化 な ど を知 る史料 と して 貴重

　　で ある。引用文 は 辻善之 助編 ・角川書店刊本

　 　 に よ っ た。

35）国宝 。 平安末期 の 作 と推定 。 兜 ・胴 ・大袖お

　　 よ び 栴檀板 ・鳩尾板 を完備 し保存良好 で ある 。

　　藍 を も っ て深 く染め た 黒 糸 をも っ て威 し ， 形

　　 姿端正 で 気 品 あ る。

36）国宝 。 鎌 倉後期 と推定。精巧 な製作 の 四方 白

　　 の 兜は長鍬形 を立 て ， 弦 走 韋は不動明 王二 童

　　子像の 絵韋を用 い
， 浅葱綾 を畳 ん だ 威毛 をも

　　 っ て威立 て る など異彩 を放 つ
。 鞭の 開 きや や

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 た h

　　 大 きく， 吹返 の 形状 や 草摺の 撓 ， 5 段 の 長側

　　 など に 甲胄変革の 萌 芽 を示す。

37）重要文化財 。 春 日大社の 本談議屋 に伝来 した

　　が ， 寛 政 3 （1791）年 9 月の 火 災で 焼損 し ，

　　 現在兜鉢 ・胸板 ・袖 の 冠板 お よび入 双金物 な

　　 どが残 る 。 もと は 紫糸妻取 威で あっ た。鉢 に

　　 は正 面左右 に鹿 ， 脇 に籬 に枝菊の 金物 を据 え

　　 る 。 冠 板は表 に枝菊 と岩 に 波 ， 菖蒲 と橋な ど

　　 の 金物 を据 えて ， か つ て の 華麗な外容 を しの

　　 ぶ に足 る精巧 な作 を示 す。

38）国宝。甲 冑変革期の 様相顕著 な鎧 。 兜は小星

　　 を繁 く打 ち ，
八 幡座や 篠垂 な ど の 飾金物 は技

　　 巧化 して 華麗 で あ る。据文 金物や八 双鋲 な ど

　　 に花輪違を用 い る 。 出雲 の 佐 々 木一門の 武将

　　 の 着料 と推定 される 。

39）国宝 。 製作 は精 緻 を極め ，保 存また 完好 で あ

　　 る 。 入幡座 ・据文 金 物 ・裾金 物 な ど に 意匠巧

　　 妙な梅樹文 を彫技鋭 ど く透高彫す る 。 長鍬 形

　　 を立 て る鍬形 台は 浮彫 玉 眼 入 りの 獅噛 で 異彩

　　 を放 つ
。
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t"The

 Standardization ef  the Armours  available  in the Japanese Middle Age  and  a Rule for Armours
called  

t'Taka-Bakari"

                                                                   Motoo  Yamagishi

  An  armour  of  Oyoroi type, the simbol  of  the armours  available  in the Japanese middle  age,  was

characterized  with  a  big rectangular  sleeve  for defense together with  a  helmet and  with  a  lace of
brilliant colours  having shown  a majestic  appearance,  The so-called  Osode, the above  sleeve  of
t'Oyoroi",

 was  later attached  to a  light armour  of  D6maru  type or Haramaki  type, too  and  used  for

practice over  through  the middle  age,

  The  
ttOsode"

 sleeve  is assumed  to have been formerly  made  in an  arbirtary  dimension. In the Iatter
Kamakura  era  it began to be made  35 cm  wide,  expanding  wider  than the conventional.  Since the
Nanboku-cho  era  the dimension of  the width  of  Osode seemed  to  be standardized  and  it continued  for

about  two  hundred and  several  ten years  up  to the end  of  the Muromachi  era.

  I watched  the  fact the dimenssion of  a  35 cm  wide  Osode corresponded  to just one  shaku  of  the
CtTaka-Bakari"

 which  equalled  one  shaku  one  sun  five bu of  a  regular  scale,  while  Hirotaka Yashiro
and  Ekisai Kariya pointed that the 

ttTaka-Bakari"
 was  used  for an  armour  making,  So I compared

real  measurement  valves  shown  in "Kattyu

 Irei", an  old  literature, with  the "Taka-Bakari"
 and

referred  to the related  literatures for an  evidence  supporting  my  judgement. After my  research  I
assume  that 

t"Taka-Bakari"

 began to be used  by craftsmen  of  armQurs  at the latter Kamakura  era

and  Osode was  standardized  with  a 
"Taka-Bakari"

 as  standard  scale  since  the Nanpoku-cho  era, and

the width  was  made  one  shaku  of  the 
"Taka-Bakari".

  I assume  the  Following, too:

  in the background  that the 
{tTaka-Bakari"

 prevailed among  the craftsman  ef  armours,and  was

standardized,

1)there was  an  increasing demand  for armours  which  reflected  breaking  conflicts in succession  and

2)coping with  it, a craft  unicom  was  organized  and  process rationalization  per standardization  or

 division of  labor followed.
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